
（
写
真
④
）。

さ
ら
に
、
交
差
点
で
の
右
直
事

故
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
再
現

し
、
危
険
を
予
測
し
な
が
ら
運
転

す
る
な
ど
、
交
差
点
を
通
行
す
る

際
の
注
意
点
を
伝
え
た（
写
真
⑤
）。

体
験
会
に
参
加
し
た
熊
本
市
高

等
学
校
生
活
指
導
連
盟
事
務
局
の

小
山
學
理
事
長
（
熊
本
高
等
学
校
）

は
「
こ
の
よ
う
な
交
通
安
全
教
育

は
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。
危
険
を

安
全
に
体
験
す
る
と
い
う
手
法

は
、
生
徒
の
自
覚
を
促
す
上
で
効

果
的
で
す
。
今
後
、
各
校
の
安
全

指
導
に
も
活
か
せ
る
と
思
い
ま

す
」
と
感
想
を
話
す
。

ス
ム
ー
ズ
で
安
全
な
運
転
操
作
を

修
得
し
て
も
ら
う
こ
と
を
挙
げ

た
。参

加
者
の
一
人
で
あ
る
ホ
ン
ダ

ド
リ
ー
ム
千
葉
中
央
の
加
瀬
守
社

長
は
「
あ
ら
た
め
て
H
M
S
を
体

験
し
て
み
て
、
自
分
の
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
が
知
ら
な
い
う
ち
に
自
己
流

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
自
覚
で
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
機
会
は
た
い

へ
ん
有
意
義
で
す
。
今
後
、
ド
リ

ー
ム
H
M
S
を
活
用
し
て
ホ
ン
ダ

の
二
輪
販
売
会
社
の
強
み
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
想

を
話
す
。
ま
た
、
ホ
ン
ダ
ド
リ
ー

ム
宇
都
宮
の
岡
康
司
店
長
は
「
正

し
い
運
転
姿
勢
、
運
転
操
作
の
基

本
を
教
え
て
も
ら
え
た
の
で
、
店

頭
で
の
お
客
様
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
活
か
す
つ
も
り
で
す
。
ド
リ
ー

ム
H
M
S
を
通
じ
て
、
お
客
様
に

運
転
が
上
達
し
て
い
く
喜
び
を
伝

え
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

の
新
た
な
交
通
安
全
教
育
を
熊
本

県
か
ら
始
め
、
将
来
的
に
全
国
へ

展
開
し
て
い
く
考
え
だ
。

今
回
は
先
生
方
が
生
徒
の
立
場

に
な
り
、
そ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
部
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。

最
初
に
体
験
す
る
の
は
、
自
転

車
の
実
技
教
育
。
代
表
の
先
生
数

名
に
自
転
車
を
運
転
し
て
も
ら

い
、
様
々
な
体
験
を
す
る
。

ま
ず
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点

を
、
徐
行
せ
ず
に
通
過
し
て
も
ら

う
。
そ
し
て
、
通
過
す
る
直
前
に

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
自
転
車
の

前
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
。
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
も
て
ぎ

に
は
16
名
が
参

加
し
た
。

体
験
す
る
内

容
は
、
H
M
S

初
級
コ
ー
ス
で

指
導
し
て
い
る

「
日
常
点
検
」

「
運
転
姿
勢
」

「
ブ
レ
ー
キ
ン

グ
」「
低
速
バ

ラ
ン
ス
」「
ス

ラ
ロ
ー
ム
」。
指
導
を
担
当
す
る

大
矢
一
也
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

は
、
H
M
S
の
特
長
を
二
輪
販
売

会
社
か
ら
お
客
様
に
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
各

項
目
の
実
技
に
入
る
前
に
、
そ
の

意
義
や
必
要
性
を
参
加
者
に
説
明

し
た
。

例
え
ば
、
日
常
点
検
は
バ
イ
ク

の
故
障
が
原
因
に
よ
る
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
、
事
故
に
つ
な
が
り
や

す
い
ブ
レ
ー
キ
、
タ
イ
ヤ
、
灯
火

類
、
燃
料
の
４
項
目
の
点
検
方
法

を
解
説
。
ま
た
、

パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ

ー
ム
や
コ
ー
ス
ス

ラ
ロ
ー
ム
の
目
的

と
し
て
、
公
道
で

は
練
習
し
た
く
て

も
で
き
な
い
体

験
、経
験
を
通
じ
、
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３
月
７
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ー

フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も

て
ぎ
（
栃
木
県
茂
木
町
）
で
、
関

東
・
東
北
地
区
の
ホ
ン
ダ
ド
リ
ー

ム
の
社
長
お
よ
び
店
長
を
対
象
に

し
た
H
M
S
の
体
験
会
が
開
催
さ

れ
た
。

ホ
ン
ダ
ド
リ
ー
ム
で
は
今
年
度

か
ら
、
ド
リ
ー
ム
H
M
S
を
ホ
ン

ダ
の
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
等
７
ヵ

所
（
も
て
ぎ
・
埼
玉
・
浜
名
湖
・

鈴
鹿
・
熊
本
・
四
国
・
菅
生
）
で

展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
ホ
ン
ダ

ド
リ
ー
ム
で
バ
イ
ク
を
購
入
し
た

お
客
様
で
、
自
動
二
輪
免
許
を
取

っ
た
ば
か
り
の
方
や
、
運
転
に
自

信
の
な
い
方
を
対
象
と
し
、
そ
う

し
た
お
客
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
長
く
安
全
に
バ
イ
ク
を
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
全
国
各
地

で
ド
リ
ー
ム
H
M
S
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ホ
ン
ダ
ド
リ
ー
ム
の
社

長
お
よ
び
店
長
に
体
験
し
て
い
た

だ
く
機
会
が
設
け
ら
れ
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

4

現
場
訪
問

二
輪
販
売
会
社
の
社
長
・
店
長
に

バ
イ
ク
の
ス
ク
ー
ル
を
体
験
し
て
い
た
だ
く

２
月
10
日
、
交
通
教
育
セ
ン
タ

ー
レ
イ
ン
ボ
ー
熊
本
（
熊
本
県
大

津
町
）
で
熊
本
市
高
等
学
校
生
活

指
導
連
盟
の
安
全
運
転
研
修
体
験

会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
体
験
会
に

は
熊
本
市
内
の
高
校
で
生
活
指
導

を
担
当
し
て
い
る
先
生
方
な
ど
43

名
が
参
加
。

ホ
ン
ダ
で
は
、
平
成
24
年
度
よ

り
熊
本
県
内
で
高
校
生
交
通
安
全

教
育
活
動
を
展
開
す
る
（
左
記

「N
E
W
S
R
E
V
IE
W

」
参
照
）。
こ

の
活
動
は
、
交
通
安
全
に
関
し
て

自
ら
が
考
え
、
自
ら
が
発
言
し
、

自
ら
が
納
得
し
て
、
自
ら
の
行
動

を
変
容
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安

全
に
対
す
る
関
心
を
高
校
生
に
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
実
技
教

育
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を

通
じ
て
、
気
づ
き
や
思
い
や
り
の

心
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
感

受
性
教
育
を
用
意
し
、
高
校
生
へ

●
ホ
ン
ダ
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
リ
ス
ト
・
ス
ク
ー
ル
（
H
M
S
）体
験
会

写真上／一本橋による低速バランスのトレーニング
写真下／コーススラロームでは様 な々コーナーを走行

一人ひとりのブレーキングを見ながら適切なアド
バイスを行う

大矢インストラクターが模範を示しながら、正しい運転姿勢のポイントを伝える

※HMS（Hondaモーターサイクリス
ト・スクール）＝実技による参加体
験型のバイクのスクール。Hondaの
交通教育センターで開催されており、
参加者のレベルに合わせて初級、中
級、上級、オフロードなど様々なコ
ースが用意されている。

教育
最前線

自転車や原付を利用する高校生への
効果的な指導方法を伝える
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●熊本市高等学校生活指導連盟・安全運転研修体験会

を
認
知
し
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て

も
、
す
ぐ
に
停
止
で
き
な
い
こ
と

を
体
験
す
る
（
写
真
①
）。

次
は
、
自
分
が
普
段
走
っ
て
い

る
速
度
で
ま
っ
す
ぐ
進
み
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
旗
の
合
図
で
指

定
さ
れ
た
方
向
に
回
避
し
て
停

止
。
合
図
を
認
知
し
て
か
ら
、
正

し
い
操
作
を
判
断
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
を
体
験
す
る

（
写
真
②
）。

最
後
は
、
片
手
運
転
で
の
パ
イ

ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
と
一
本
橋
。
片

手
で
は
不
安
定
に
な
り
、
正
確
な

運
転
操
作
が
で
き
な
い
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
う
（
写
真
③
）。

自
転
車
に
続
い
て
原
付
の
実
技

教
育
。
二
輪
車
の
ブ
レ
ー
キ
は
前

輪
と
後
輪
の
２
系
統
２
操
作
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
前
後
の
ブ
レ
ー
キ

の
操
作
に
よ
っ
て
、
二
輪
の
挙
動

と
停
止
距
離
が
異
な
る
こ
と
を
解

説
す
る
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

原
付
を
運
転
し
、
後
輪
の
み
、
前

輪
の
み
、
そ
し
て
前
後
の
ブ
レ
ー

キ
を
同
時
に
か
け
た
場
合
の
挙
動

と
停
止
距
離
を
比
較
し
て
も
ら
う

「
認
知
」「
判
断
」「
操
作
」の

重
要
性
を
伝
え
る

ポ
イ
ン
ト
○1

危
険
を
安
全
に
体
験

す
る
手
法

NEWS REVIEW

Hondaでは、高校生を対象に生徒自ら
が主体性をもって事故防止を図ることを
目的に、熊本県および熊本県警察本部、
熊本県教育員会との共催により、Honda
が提供する交通安全教育プログラムを使
った交通安全教育活動を全国に先駆け
て、平成24年度より熊本県内の14の高
校でモデル的に実施する。
これに先立ち、3月15日、熊本県熊本
市内のホテルにて「平成24年度熊本県
高校生交通安全教育活動開始式」（主
催：本田技研工業（株）安全運転普及本
部）が開催された。熊本県内のモデル推
進校の教諭および交通関係者36名が参
加した。
式の冒頭では、千葉英雄・本田技研工
業（株）安全運転普及本部事務局長が
「高校生一人ひとりが命の大切さや交通
安全について主体的に考え、行動できる
学習機会が必要です。将来的には高校生
自身がインストラクターとなって校内活
動を行い、自分の学校の安全は自分たち
で守るという自主自立による意識向上を
図ることをめざしています。モデル推進
校の皆様と、道徳心のある交通社会人を
育てるという志を共有しながら取り組ん
でいきたい」と抱負を述べた。
また、来賓を代表して木幡繁嗣・内閣
府交通安全企画第2担当参事官補佐が挨
拶。「この活動は交通事故防止の模範例
の1つとして、熊
本県から全国へ広
がっていくことを
内閣府としても期
待しています」と
語った。

●熊本県高校生交通安全教育活動開始式

高校生の交通安全に対する
自主自立による意識向上をめざす

※

Hondaが熊本県内で展開する高校交通安全
教育活動の目的や具体的な手法を先生方に
説明

二
輪
車
の
特
性
を

理
解
し
て
も
ら
う

開始式ではモデル推進校で展開される参加体験型の
実践教育の内容（右記「教育最前線」参照）などが
紹介された

木幡繁嗣・内閣府交通安全
企画第2担当参事官補佐
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ト
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